
１　計画概要　 ２　事業の目標　

①　施設名称 ： 県央広域本部・防災センター合築庁舎（仮称）

③　階　　　数 ： 地下１階、地上６階程度 ②　人と環境にやさしく、だれもが快適に利用できる施設整備

④　延べ面積 ： 約９，７４０㎡

３　重点整備事項　

　 【共通事項】 ① 建築物の耐災性の確保・強化

　 ② 施設の共有化（非常時と平常時での効率的活用）

③ 建築物の長寿命化

④ 既存施設（行政棟本館・新館・警察棟）との連携

【県央広域本部】 ① 多様な用途に使用できる執務環境の整備

② 多様な働き方への対応・人と環境にやさしい施設整備

【防災センター】 ① 防災センターの低層階への配置等

② 十分な災害対応が可能となる活動スペースの確保

③ ライフライン途絶時の危機管理機能の確保

④ 将来改修時の防災関連業務の継続性の確保

・建築本体工事等　　　：約７５億円（直接工事費：約５５億円） ①　発注、契約等のスケジュール（予定を含む）
・防災特殊設備工事等：約２５億円 ・入札公告 平成３０年　９月　３日

・参加表明書の提出 平成３０年　９月１２日

平成３０年１０月１７日

平成３０年１１月　２日

・契約締結 平成３０年１１月中旬

　

①　大規模災害時においても防災拠点施設としての十分な機能を発揮するための
　　 施設整備

⑥　建設予定地：県庁敷地内（行政棟新館の北側エリア）

・技術提案書の提出　

③　県央広域本部と防災センターの合築のメリットを十分発揮した施設整備

 

４　建物本体工事設計委託（公募型プロポーザル）の発注・契約等　

　県央広域本部　：　約７，０００㎡

 ・執務室、通信統制室（災害情報収集・通信確保）
 ・情報連絡室（情報分析）、宿直室、備蓄倉庫（災害対応要員支援）
 ・防災学習室・展示室（県民への啓発・教育）

　防災センター　：　約２，７４０㎡

 ・会議室等：約３，５９０㎡

②　構　　　造 ： 鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造又は鉄筋コンクリート造

⑤　総事業費：約１００億円

 ・執務室等：約３，４１０㎡

県央広域本部・防災センター合築庁舎（仮称）の設計について

・契約候補者の特定

⑦　事業スケジュール

③　技術提案に係る特定テーマ

テーマ１

テーマ２

 災害時の中枢施設として十分な機能を発揮するための施設整備

 人と環境にやさしく、将来の多様な働き方の変化に対応できる施設整備

　共同企業体の
　代表者

・九州地域内に営業所（本店を含む）があり、過去に同種（一定規模
　以上）の設計業務を行った実績があるもの。

　共同企業体の
　代表者以外の
　構成員

・熊本県内に本店があり、過去に用途に関わらず大規模の設計業務
　を行った実績があるもの。

②　参加資格 ： ２者で結成された共同企業体で、本県の入札参加資格を有する
などの参加資格に加え、以下の要件を満たすもの。

平成３０年(2018年)９月 

 財産経営課・危機管理防災課作成 

 
  ⇒災害対策本部会議室、関係機関 

  活動調整室（情報分析） 

 ⇒プレスルーム（広報）  
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 ：約６，３３０㎡ 


